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1  は  じ  め  に

混l質のよいキク品種「天寿Jを短日処理 (シ ェード)す

ることによって,花芽分化を人為的に誘起させ,計画生産

を行っているが,こ の栽培では上位葉が矮小化する通称

「うらごけ」現象が発生し,問題になっている。

そこで,これを防止するため,シ ェードー時中断の効果 ,

適正なシェード期間,及び暗期以後は被覆を開放する夜間

開放の効果について検討したので報告する。

2試 験 方 法

(試験 1〕 昭和60年秋に無加温ハウスに取り込んだ3株

から,61年 3月 24日 に採穂さし芽し,4月 15日に畦幅130

m,株間12ぃの 2条植えに定植し,シェード並びにシェー
ド中断処理を次のように行った。

区

7日   3日   ,日

7H  5日   7日

10日   !貝 4曰     凡  例
10日    ,旦  4日   _ン ェード期間
___Jユ ___       ―シェード中断期間

保温はトンネル被覆とし,定植時から4月 29日 までは ト

ンネルを密閉し,以後 トンネルに穴を開け換気し, 5月 22

日まで被覆した。施肥量は三要素とも20″ノ10α とした。

〔試験 2)試験 1に準ずる栽培によって,昭和62年に,
シェード日数 0日 ,10日 ,14日 ,13日 の計lllつの試験区を

設定した。

(試験 3〕 昭和62年 ,試験 1に準ずる栽培によって ,

次の処理を行った。①夜間開放区 :シ ェード被覆を16時か

ら完全暗期の20時まで行い,以後開放,②慣行区 :シェー

ドを17時から翌朝 5時まで行う,③無処理区

3 結果 及 び考察

〔試験 1〕 平均採花日は,シェードを行った各区が無

処理区に比し早まったが,処理区間では差が見られなかっ

た。しかし採花期間は,シェード中断を行った各区が連続

被覆区に比べ,いずれも長くなった。これは,シ ェード中

断によって,花芽分化,発育にはらつきが出たものと考え

られる。花首長,上位葉長は,無処理区に比較してシェー

ドを行った各区はいずれも短く,特にシェード中断の各区

は連続被覆区よりも短く,う らごけ程度が大きかった。こ

れはシェード終了時期が遅れたことによるものと思われる。

このようにシェードー時中断は,う らごけ防lLの効果は

なく,む しろうらごけを助長することになった。

表 1 シェード中断が開花時期と切花品質に及ぼ
す影響

注 a;無処理区の葉長に対する割合
b,(草姿不良 )x―△―O―◎ (良 )の 4段階評価

〔試験 2〕 平均採花日は,シェードを行った各区が無

処理区に比し早まり,処理区間では10日 区と14日 区では差

がないが,18日 区は最も早くなった。採花期間は,処理日

数が長いはど短縮して開花が菰った。葉数は,シ ェード日

数にかかわらず同数であった。葉位別葉長は,全体的に無

処理に比し,各処理区が短くなった。花下16葉以下では処

理区間に差がなく,こ れより上位の葉で差がみられた。18

日区は上位葉ほど短くなり,最もうらごけが大きく,14日

区は13葉までうらごけの程度が増し,こ れより上位では ,
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表 2 シェード中断が葉位別葉長に及ぼす影響
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表 3 短日処理期間が開花時期と切花品質に及ぼす影響
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注 a;短日処理日数 0日 の切花品質 (切花長・切花重 葉数 花首長)は 8月 10日 ～
13日 に調査
b;(草姿不良 )x―△―○―◎ (草姿良 )の 4段階で評価

,         1∞ し0
葉回 t(0日区″mと した)

図1 短日処理日数と葉位別葉長

うらごけの程度が同じであった。10日 区も13葉までうらご

け程度が進み,これより上位葉は回復した。

これらのことから,イを芽はこの時期しゃ光の有無にかか

わらず同時に分化し,し ゃ光によって,花芽の発育が促進

されるものと思われ,し ゃ光期間が長いはどうらごけする

のは,採花までの期間が短縮されるため,同化量が少なく

なり,更に養分の配分が花芽に傾くためと思われる。商品

性は,13葉以上の葉がほぼ同じうらごけ率となった14日区

までが良く, 18日 区は劣った。

〔試験 3〕 平均採花日は,無処理に比し,シ ェードを

行った両区力涅 まった。しかし処理区間では差がなかった。

採花期間は,夜間開放法によって最も短くなり,開花が揃っ

た。葉長は,シ ェードを行った両区が,花下13葉以上から

無処理に比し短く,う らごけした。しかし夜間開放は慣行

よりうらごけ程度が小さく,切花品質が優れた。

夜間開放法が慣行法に比べて開花揃い,切花品質が優れ

たのは,開放によって夜温が低目に経過して,養分消耗と

表 4 夜間開放が発らい,開花時期,切花品質に
及ぼす影響

案長比 (無処嘔区を 1∞ とした )

図2 短日処理法別の葉位別葉長

花芽発達限界日長の短縮が軽減されたためと考えられる。

4 ま  と  め

8月 出し「天寿」のうらごけを防止するため,シ ェード

ー時中断の効果及び適正なシェード期間,夜間開放の効果

について検討したところ,シ ェードを夜間開放にして ,14

日間連続して行うのがよいことが判明した。
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